
春日市立春日南中学校 

 ＜学校教育目標＞ 
 総合的な人間力を培い、地域の担い手となる生徒の育成 
      －地域貢献から地域参画への転換－ 
 
＜生徒と教師の共通目標＞ 
    みんなで一緒に「夢」を追いかけてみないか？ 
 

文責 校長：山﨑明彦、教頭：大津圭介 

校長室から （４） 

  うっとしい梅雨の季節に突入しました。学校では、５月に、延期されていた３年生の修学旅行を１泊２日で熊本に行き

短い時間ではありましたが満喫のひとときを過ごすことが出来ました。また１年生は、「ふれあい学級」を１泊２日で海

の中道青少年海の家に行き、飯盒炊飯によるカレー作りやウォークラリーなどの体験を通して仲間との友情の絆を深め

ることが出来ました。 

 ５月に体育祭、修学旅行、ふれあい学級の３つの大きな行事を無事に終えることが出来たことは、コロナ禍で何も出

来なかったこれまでの事を考えると、至上の喜びでもあります。 

 ６月に入り、中体連大会も始まりました。勝敗に一喜一憂しながらも、着実に教育活動が戻りつつあることを実感いて

いるこの頃です。今後とも油断することなく、感染予防の徹底を図りながら春日南中学校の教育活動を推進していこう

と考えています。 

 今日は、私が一番大好きな話を紹介させてほしいと思います。 

                                     『鈍行列車』 

 『失礼だとは思ったのですが、さきほどから微笑ましく拝見させていただいておりました。息子さん、脚を怪我されたの

ですか？。そうですか、幼い時から松葉杖を、ご不自由とは存じませんで失礼しました。それにしても長い時間ゆられて

いく鈍行列車の旅はお疲れになるでしょう。もっと楽にいける方法があるのでは？特急や急行が停まらない所なのです

か？』  

 母親はかたわらの松葉杖を手にすると愛おしそうに抱きしめて話はじめました。  

『特急も急行も停まる所です。その方が明るいうちに着きます。でも私は、この子に「急いで行っても、ゆっくり行っても、

同じ所に着けるのよ」ということをわかってもらいたいのです。 

 これからも、この子は多くの人に追い越されます。たくさんの人がこの子を追い抜いていきます。でも、『「一生懸命に

歩きつづけていけば、目的に向かって一途に歩いていれば、必ず同じ所に着ける」そのことをこの子に知ってほしいので

す。』 。夕陽につつまれたわが子を見つめる母親の眼差しに祈るような思いがこめられていた・・。 

  私はこの母親の言葉こそ「教育の原点ではないか」と思うのです。学校も家庭も、この母親の言葉を心の片隅におい

て子どもに接してみてはどうでしょうか？ ぜひ一生懸命に歩き続けること、目的に向かって一途に歩みを進めることの

大切さを子どもたちに大人が伝えることこそ、子どもに翼を与えるメッセージになると思うのです。 
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７月の主な学校行事予定 

７月 １日(金)ＣＳ推進委員会 

   ４日(月)性犯罪被害防止教育(3年生) 

   ６日(水)眠育授業 

   ７日(木)自治会別集会 

   ８日(金)愛校作業、ワックスがけ 

  １４日(木)カラフルタイム 

  １９日(火)部活動中止 

  ２０日(水)前期前半終了 部活動可能日 

  ２１日(木)教育相談（～８/２) 

  ２３日(土)なんちゅうカレッジ開校式 

  ３０日(土)なんちゅうカレッジ 

※予定のため変更もあります。 

 
１年生ふれあい学級・３年生修学旅行に 

行ってきました 

６月８・９日に、１年生は海の中道青少年海の家にふれあい学級

に行ってきました。ふれあい学級のスローガンを「天の川～一致団

結し、大きな輝きを～」としました。一人ひとりが持っている力を精

一杯発揮して、一つのまとまりとして大きな輝きを発してほしいと

の願いが込めれれています。生徒たちは、スローガンを達成する

ために、野外炊飯やウォークラリーなど様々な場面でみんなで協

力していました。これからの１年生の成長を大いに期待させる行事

となりました。 

３年生は６月２・３日に熊本県に修学旅行に行きました。スロー

ガンは、「結束～全員が視野を広げ感謝の気持ちを大切に～」で

した。３年生は、中学校に入って最初で最後の宿泊行事のため、

実施できることに感謝し、昨年度の学年テーマの「絆」をさらに深

め、つながり支えあおうという意味を込めて「結束」としていまし

た。阿蘇での防災教育や草千里での自由行動などを通して、自然

の雄大さに触れる旅となりました。 

 なんちゅうカレッジが始まります 

なんちゅうカレッジとは、中学生と地域の大人や小学生

が一緒に学ぶ全国に例のない土曜学校です。６月１７日に

ガイダンスを行い、校長先生がなんちゅうカレッジの重要

性を説明して、なんちゅうカレッジの灯を消さないようにと

生徒へメッセージが送られました。最後に、なんちゅうカ

レッジ実行委員会が作成した動画を視聴して、その様子を

知ることができました。年間１０回土曜日に開催されます。

なんちゅうカレッジが開催される土曜日午前中は、校内で

の部活動はありません。対外試合などがある場合は、部活

動を優先しても結構ですので、参加できるときに参加をし

てほしいと願っています。 


